
広報くしもと 3月号 （毎月 1回／ 1日発行）

＇ ヽロロ l1 9,...... ~ 
2006年（平成18年） 3月 1日発行

・星遷后駆
松原町長トルコ訪問 (P. 2) 

町長随想 (P. 4) 

まちの出来事 (P. 5) 

ゴミについてのお知らせ (P.9) 

よろこびかなしみ (P. 70) 

松原町長 トルコを訪問

トルコ海軍総司令部にてイエネル・カラハンオール海軍大将を表敬訪問した松原町長

串本町の人口と世帯数

・人ロ・・・ •••20,654 人 ・男性…… 9,5ワ4人 ・女性…… 11,080人 ・世帯数…… 9,402世 帯

（平成18年 2月 1El硯在）
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串本町出発 白浜徊巷から羽田中港へ

成田唸巷発トルコ知'[平にてイスタ ンブールヘ

トルコ人国

酋都アンカラヘ移動

トルコ海軍総可令部表敬訪間

トルコ海軍総司令官上催歓迎昼食会

駐 トルコ日本大使館表敬訪関

アタ チュ ルク廟参打

トE基金文化セ ンタ ー表敬訪間

駐ト ルコ日本人i史上催歓迎夕食会

イス タンブールヘ移動

木村知事一行と とも にトルコ航平本社訪問

ヤカケントヘ移動

ヤカケン ト町庁舎表敬訪間

ヤカケ ント町内視察

メル シン市へ移動

地小海方面海軍司令表敬訪間

トルコ海軍メルシン基地可令上催歓迎昼食会

メルシン市工号慰霊碑前にて式典

メルシン市内視察

メルシン市首長団上催歓迎夕食会

ィーチェル県知事表敬訪間

メル シン市庁舎表敬訪間

メルシン基地司令と の昼食会

イスタンプールヘ移動

トルコ出国

成田布港浩

緩
も

木村知事一行とともに、トルコ航空木社を訪関

＿ 
アンカラで日木文化の普及活動を行っている卜日基金
文化センターのサドクラル理事長を訪関

（上）大メルシン市長らとともに、メルシン市の
海へ献花を行う松原町長
（左）ヤカケント町庁舎にてラディ・セン町長を
表敬訪関

1
月

m
H
か
ら

2
月
7
日
ま
で

の
8
日
間
の
日
程
で

松
原
町
長
が
ト
ル
コ
共
和
国
を
砂
間
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
昨
年
の

「
日
卜
友
好
115
周
什
記
念
事
業
」
開
催
の
折
、

式
典
に
御
臨
席
い
た
だ
い
た
ト
ル
コ
海
軍
総
司
令
官
や

ト
ル
コ
人
使
、
並
び
に
姉
妹
都
市
首
長
団
か
ら
早
い
時

期
の
ト
ル
コ
訪
問
に
つ
い

て
強
い
要
請
を
受
け
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
す
。

首
部
ア
ン
カ
ラ
で
は
、
ト
ル

コ
海
軍
総
司
令
部
や
駐

ト
ル
コ

日
本
大
使
館
を
訪
問。

115
同
什
式
典
へ
の
御
協

力
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
変
わ
ら
ぬ
友
好
関

係
を
確
認
し
あ
い
ま
し
た
。
ま
た
、

イ
ス

タ
ン
プ
ー
ル

で
は
木
村
県
知
市
と
と
も
に
、
関
空
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

団
の
一
員
と
し
て
ト
ル

コ
航
空
本
社
を
訪
問
し
、

閲
空

へ
の
定
期
便
の
乗
り
入
れ
再
間
を
要
請
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
姉
妹
都
市
の
メ
ル

シ
ン
市
・
ヤ
カ
ケ
ン
ト
町

を
訪
れ
た
松
原
町
長
を
待
っ
て

い
た
の
は
、
各
首
長
を

始
め
と
す
る
姉
妹
都
市
の
人
々

の
熱
烈
な
歓
迎
。
各
種

歓
迎
行
中
に
出
席
し
た
松
原
町
長
は
、
姉
妹
都
市
問
の

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
父
流
に

つ
い

て
、
今
後
も
意

義
あ
る
も
の
と
し
て
推
進
し
て

い
く
こ
と
を
約
束
し
あ

い
ま
し
た
。

串本町へ

⑤‘ 広報くしもと 3 広報くしもと 3 、‘
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串木節保存会の皆さんによる公演

1
月
28
日
、
潮
岬
望
楼
の
芝
生
に
お

い
て
、
「
本
州
最
南
端
の
火
祭
り」

（串

本
町
観
光
協
会
、十
催
）
が
開
催
さ
れ、

望
楼
の
芝
焼
き
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
来
場
者
に
芋
餅
や
ト
ビ
ウ

オ
の
肉
団
チ
が
人
っ

た
し
ょ
ら
さ
ん
鍋

が
ふ

る
ま
わ
れ
た
ほ
か
、
串
本
節
保
存

会
や
、
ト
ル
コ
民
放
舞
踊
団
、
潮
岬

（み

さ
き
）
節
保
存
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
公

涼
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

人
陽
が
西
に
傾
き
か
け
た
夕
刻
か
ら

は
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
芝
焼
き
が
行
わ

れ
、
串
本
黒
潮
人
鼓
の
涼
奏
が
害
く
中
、

串
本
高
校
弓
道
部
貝
に
よ
っ

て
芝
生
に

火
矢
が
放
た

れ
る
の
を
合

図
に
、

一
斉

に
松
明
で
火
が
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
炎

は
瞬
く
問
に
乾
い
た
芝
生
仝
什
に
広
が

り
、
約
10
カ
平
方
メ
ー
ト
ル
の
芝
生
を

40
分
ほ
ど
で
焼
き
尽
く
し
ま
し
た
。

こ
の
芝
焼
き
、
も
と
も
と
は
冬
場
に

枯
れ
た
芝
を
焼
く
こ
と
で
宮
虫
を
駆
除

し、

新
芽
の
育
成
を
促
す
目
的
で
行
わ

れ
て
い
た
も
の
で
す
が
、
「
火
祭
り
」

春呼ぶ炎

夜空を焦がす

本州最南端の火祭り

火矢を放つ串木高校弓道部員

と
し
て
イ
ベ
ン
ト
化
し
夕
刻
に
開
催
す

る
よ
う
に
な
り
、
最
近
で
は
市
紀
に
春

を
呼
ぶ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
観
光
客
の
間

に
も
走
着
し
て
き
ま
し
た
。
今
年
も
多

く
の
人
々
が
壮
大
な
炎
の
祭
典
を
見
物

に
会
場
を
訪
れ
、
オ
レ
ン

ジ
色
の
炎
に

己
ま
れ
た
芝
生
の
幻
想
的
な
光
景
に
見

入

っ
て
い
ま
し
た
。

会場に詰めかけた人々は芝生を覆うオレンジ色の炎1こ目を奪われていました

1
月
31日
か
ら

2
月
7
日
ま
で

一

の
8
日
間
、
私
は
職
員
1
名
ど
共

一

に
ト
ル
ゴ
共
和
固
を
訪
問
い
た
し
一

ま
し
た
。
町
長
就
任
以
来、

初
め
一

て
の
ト
ル
コ
出
張
で
あ
り
ま
し
た

i

が、

そ
の
目
的
は
次
の

4
点
で
あ
一

り
ま
し
た
。

①
ト
ル
コ
航
空
本
社
に
対
し、

関

一

空
・
イ
ス
タ
ン
プ
ー
ル
間
直
行
便
一

再
就
航
を
木
村
県
知
事
一
行
ど
共
―

に
要
請
す
る
こ
ど

（木
年
6
月
か
一

ら
再
就
坑
決
定）

。

一

②
ト
ル

コ
海
軍
総
司
令
官
に

115周
一

年
式
典
出
席
に
対
す
る
答
礼
を
行
一

ぃ
、
ま
た
今
回
の
招
待
に
対
す
る

一

謝
辞
を
表
明
す
る
ど
共
に
将
来
に
一

わ
た

っ
て
の
関
係
を
構
築
す
る
こ
一

ど
。

③
姉
妹
都
市
メ
ル
シ
ン
・
ヤ
カ
ケ
一

ン
ト
首
長
を
訪
問
ー
、
今
後
の
交
一

流
分
野
の
拡
大
、
促
進
を
円
滑
に
一

推
追
L
て
い
く
た
め
、

友
好
、
信
一

頼
閲
係
を
相
互
に
築
き
上
げ
る
。

一

④
実
際
に
ト
ル
コ
の
生
活
、
文
化
、
一

歴
史
に
触
れ
、
ト
ル
コ
と
の
友
好
一

関
係
が
串
木
町
に
ど
っ
て
今
後
い

i

か
に
あ
る
べ
き
か
の
コ

ン
セ
プ
ト

を
形
成
す
る
ど
共
に
、
具
体
的
施

策
ど
し
て
そ
れ
を
実
施
し
て
い
く

た
め
の
資
ど
す
る
。

全
体
を
通
じ
て
感
じ
た
こ
ど
は、

双
方
の
ト
ッ
プ
は
言

つ
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
が
、
多
く
の
人
々
が
実

際
に
現
地
に
足
を
運
び
、
親

L
<

向
き
合
っ
て
、
お
互
い
を
良
く
知

る
こ
ど
が
大
切
で
あ
る
ど
い
う
こ

と
で
し
た
。

ま
た
、

今
日
ま
で
両
国
友
好
に

関
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
我
々
の
先
人

た
ら
、
串
本
町
民
の
方
々
に
対
し
、

心
よ
り
の
敬
意
を
表
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
ど
い
う
想
い
の
募
る
ト

ル
コ
訪
問
で
あ
り
ま
し
た
。

感
動
に
満
ち
た
ト
ル
コ
訪
問
で

あ
り
ま
し
た
が
、
中
で
も
私
が
最

も
深
い
感
銘
を
受
け
た
の
は
、
首

都
ア
ン
カ
ラ
に
お
い
て
近
代
ト
ル

コ
建
国
の
父
ム
ス
タ
フ

ァ
・
ケ
マ

ル
・
ア
タ
チ
ュ
ル
ク
の
廟
を
参
拝
、

献
花

L
、
彼
の
改
革
者
ど
し
て
の

強
靭
な
精
神
、
生
き
方
に
つ
い
て

学
ん
だ
ど
き
で
し
た
。
ト
ル
フ
独

立
戦
争
に
お

い
て
、
①

よ
く
国
民
の
声
に
耳
を

傾
け
、
②
現
場
第

一
主

義
を
貫
き
、

③
自
主
独

立
を
目
指
す
ど
ど
も
に
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
わ

た
っ
て
改
革
を
行

い、

近
代
ト
ル
コ
を
誕
生
さ

せ
た
彼
の
精
神
は
、
正

に
今
必
要
ど
さ
れ
て
い

る
指
導
者
の
精
神
で
あ

る
と
。

今
後
、
日
卜
両
国
並
び
に
他
の
友

好
姉
妹
国
ど
の
友
好
の
絆
を
よ
り
強

固
な
も
の
ど
し

、
国
際
平
和
•
国
際

交
流
に
お
け
る
「
串
木
町
の
果
た
す

役
割
」
を
自
党
し
な
が
ら
行
政
運
営

を
推
進
し
て
参
り
た
い
ど
考
え
て
い

ま
す
。

終
わ
り
に
、
今
回
の
特
段
の
ご
配

慮
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た
ト
ル
コ

海
軍
司
令
官
カ
ラ
ハ

ン
オ
ー
ル
海
軍

大
将
、
駐
卜
日
本
大
使
阿
部
知
之
氏、

海
上
暴
條
長
斉
藤
隆
海
将
の
名
を
掲

げ
て
心
か
ら
な
る
感
謝
の
意
を
表
し

た
い
ど
思
い
ま
す
。

アタチュルク踊にて献花を行う松原町長

吻長随想

松原 繁樹

⑤‘ 広報くしもと 3 広報くしもと 3 、‘
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についてのお知らせ
| ＊廃プラスチックの回収日が毎週になります！ 1 

〇現在の隔週匝収から、毎週回収に変わります。（祝祭圧は休み）

※|El串本Ill]は上曜囮収から平E1回収に変わります。

〇全地区とも、コミの回収E1が一部変更となります。詳細は平成l8年度版

こみカレンダーをこ参照下さい。(3月下旬頃配布予定）

r.9欝こ皿湘露罪咽隅翫E『罵'
〇新しいコミ焼却場「宝嶋クリーンセンター」の稼働にともない、3月9日（木）から

持込ごみの搬入場所と料金が一部変更になります。こ協力よろしくお願いします。

E9i訊嗚渭ー ※ 3月8日までは従来どおり

◇可燃ゴミ（可燃粗大ゴミ含む） ⇒宝嶋クリーンセンター（田原）へ

◇不燃粗大・埋立 ・ 資 源 ・ 古 紙 . . ゴ ミ 処 理 場（田並）へ

◇ビニール・廃 プラスチック類..清掃 セ ン 夕 ー（田原）へ

◆持ち込める曜日・時問

施設名 3/9-3/37 4/ 1 ~ 

田原清掃
月曜～土曜 平日、第2第 4土曜

----------------------------------------------

8:30-15:00 8:30-15:30 
センター ----------------------------------------------

土躍は10:00まで 第2 •第4土躍は12. 00まで

田並ゴミ
平日、第2.第 4土曜、第 3日曜

--------------------1――――――――――――――――――――――― 

8:00-15:00 8:30-15:30 
処理場 ----------------------------------------------

※日躍は家庭系ゴミのみ受け付けます

宝嶋クリー—
平日、第2.第4土曜

8:30 ~ 15:30 
ンセンター -----------------------------------------------

※土曜は 72:00まで

※祝祭日は受け入れできませんのでこ注意下さい。

El罪＾濯
◇ 3月31日まで

〇家庭系の持込ゴミ

〇事業系の持込ゴミ

→指定袋に入っている・・・・ ・ ・ ••E置日

→指定袋に入っていない・・・・••E置日

20kgまで160円、以後20kg増す毎に50円増

04月1日から

〇指定袋に入っているコミ

〇指定袋に入っていないコミ

E□I 

醤
《ゴミ処理場・清掃センター》

20kgまで100円、以後20kg増す毎に100円増

《宝嶋クリーンセンター》

10kgまで50円、以後10kg増す毎に50円増

田原区に完成した新ごみ処理施設「宝鶴クリ ーンセン

ター」

はう じま

宝 嶋 ク リ ー ン セ ン タ ー

串
木
町
占
座
川
町
衛
牛
旅
設
事
務
組
合
が
埠
設
を
辿
め
て
き

た
新
し
い
広
域
ご
み
処
理
施
設

「宝
嶋
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」

が
出
原
区
に
完
成
し
ま
し
た
c

laJ
セ
ン
タ
ー

の
完
成
に
よ
り
、
旧
焼
却
場
の
閉
頚

（中
成
17

年
3
月
）
以
降
、
二
重
県
の
民
憫
業
者
に
委
託
し
て
い
た
可
燃

ご
み

の
処
理
は
2
月
6
日
で
終
（
し
ま
し
た
。
2
月
7
H
か
ら

は
可
燃
ご
み
の
投
入、

2
月
1
0
H
か
ら
は
焼
却
作
業

（試
述
匝
）

を
同
セ
ン
タ
ー
で
行

っ
て

い
ま
す
。

同
セ
ン
タ
ー
は
処
理
能
力
15
ト
ン

（日
星
）
の
ス
ト
ー
カ
ー

炉
2
甚
を
備
え
て
お
り
、
国
の
基
準
や
地
元
と
の
協
定
に
沿

っ

た
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
検
査
を
始
め
と
す
る
排
出
ガ
ス
等
の
検
杏
を

経
て
、
4
月
か
ら
本
格
稼
動
と
な
る
予
定
で
す
。

古
座
漁
協
女
性
部
が
優
良
賞

震
山
漁
村
女
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
活
動
表
彰

礼
団
法
人
農
山
漁
村
久

竹
•
生
活
活
動
支
援
協
会
に
よ

る

麗

山
漁

H
女
竹
チ
ャ
レ
ン
ジ
活
動
表
彰
」
に
お
い
て
山
座
漁

業
協
回
組
合
女
性
部

（石
田
兄
子
部
長
）
が
優
良
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
農
林
樵
業
及
び
農
山
漁
村
生
泊
の
充
実
と
朋
発

に
優
れ
た
泊
動
実
組
を
も
ち
、
男
女
共
同
参
画
推
辿
の
た
め
に

積
極
的
に
泊
動
し
て

い
る
女
性
の
個
人
ま
た
は
団
休
を
対
象
と

す
る
も
の
。
同
組
合
女
性
部
は
、
山
痺
川
河
口
で
採
取
さ
れ
る

「青
の
り
」
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
め
さ
し
製
品
間
発
や
堂
菜
泊
動

を
行
う
一
方
、

新
鮮
な
魚
の
お
い
し
さ
を
知
っ
て
も
ら

い
魚
食

の
酋
及
を
凶
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

「ほ
ん
ま
も
ん
朝
市
」
の

開

催

や

小
・

中
学

校
で
の
魚

料
理
講
営

会
な
ど
の

取
り
組
み

を
行

っ
てこ

お
り

れ
ら

の
活

動
が
高
く

評
価
さ
れ

て
の
受
賞

と
な
り
ま

し
た
。

木村知まか ら表彰状を授与さ れる石田部長

⑤‘ 広報くしもと 3 広報くしもと 3 、‘
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| シリーズ介護保険制度改正② | 

介護予防を推進する地域支援事業と新予防給付

＊地域支援事業の介護予防事業

地域支援事業は地域にお住まいの高齢者の方が、いつまでも

介護か必要とならないよう、そして自立していきいきと吾らせ

るよう支援する市町村の実施事業です。

◎串本町が行う地域支援事業による介護サービス

対象者・串本町が実施する健診等で生活機能の低下が心配される方等

＊運動器の機能向上・筋カトレーニングや転倒骨折予防教室などを行

います。

＊栄養改善・・・・・管理栄養士等が低栄養を予防するための食べ方

や食事作りなどを指導します。

; ＊ 口腔機能の向上・・歯科衛生士等が、歯みがきや義歯の手入れ法や

・ えん下機能を向上させる訓練などを行います。

t 

＊新予防給付の介護予防サーピス

要介護認定で、要支援 1~2と認定された方か、介護保険から受けるサーヒ

スです。要介護状態か悪化しないよう、生活機能か改きすることを目的とし

たサーヒスか提供されます。心身の概能は、使わないと次第に衰えてしまい

ます。ご自分でできることはできる限りご自分でできるよう支援がおこなわ

れます。

お問い合わせ先 串 本 町 役場保健福祉課介誇保険係

合 0735-62-0555 内線 ］22 

※広雑への投社を希望されない）」は、 lrtlil,'の応に窓nにお巾しii,'くだ さい。

藤堀綾 111櫻神
田 原村谷田

威啓松良杉
栄

1：一一雄治 恵

99 79 65 80 91 94 

潮潮和 串 潮和

岬岬 深本 岬深

◇
捌
川
修
一

さ
ん
（
和
深
）
か
ら、

亡
け

（邦
恵
）
の
否
典
返
し
と
し
て
和
深
下

ご
寄
付
あ
り
が
と
うご

ざ
い
ま
す

ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

／ 

松 松
下原

友 秤

＋昭

田串

寸．本

い
つ
ま
で
も

お
幸
せ
に

よろこび

かなしみ

(IJJ受付分 1杖称略）

〈
出
生
児
氏
名
〉
〈
届
出
人
〉
〈
地
区
〉

ら

古

久

保

悠

良

和

洋

古

座

和
深

内

夏

洋

一

古

座

は

る

上

野

隔

春

誠

一

繭
野
川

さ
も
ん

神
竹

燦

門

政

信

古

座

押
山
な
な
み

弘

一

潮

岬

-
オ

伊
勢
谷

連

英

克

大

品

翡

王
~
優
介
潮岬

瓜

田

好

花

貴

純

潮

岬

兌

お
誕
生
お
戸
只
い
す

山守下 浦植橘浅 1;(，J糸佃薮椎古涼 町 森小海寺南谷、I'・
本下脇 松 利田川 野川口田鶴川野本 本松

チミ守朝 康勝 光よあ芳良 八洋 き清初夕心小 JIl貝時秀
ズツ し つ く次ダじ
ヱエー＋古代枝ゑね＝． ‘i'郎―．ゑ 郎＋エパ杉十男文

93 85 90 77 85 91 92 84 100 89 81 87 56 83 92 82 89 89 93 78 79 80 

佐西田西西古上中上出串 串潮串 出串須田和―一閾 潮
野田 野

部向原 lhjlh」座 111i-奏原雲本 本岬本雲 本江井深 色）II岬

地
と
人
ク
ラ
ブ

ヘ。

◇
小
川
さ
だ
＋
さ
ん
（
田
井
上
）
か
ら
、

,L
夫
（壽
一
）
の
否
典
返
し
と
し
て
田

井
上
と
人
ク
ラ
ブ
及
び
社
会
福
祉
協

議
会

へ
。

◇
山
崎
峻
さ
ん
（
潮
岬
）
か
ら
、，
L
月
（
か

つ
の
）
の
ぷ
口
典
返
し
と
し
て
潮
岬
¥

人
ク
ラ
ブ

ヘ
。

◇
大
畑
艶
＋
さ
ん
（和
深
）
か
ら
、，
L
丈

（質
）
の
否
典
返
し
と
し
て
和
深
下
地

名
人
ク
ラ
ブ
ヘ

。

◇
串
本
町
消
防
本
部
職
貝
63
名

一
回
か

ら
社
会
輻
祉
協
議
会

へ。

◇
川
口
幸
男
さ
ん
（
出
雫
）か
ら
、＇
」
父

（龍
男
）
の
合
典
返
し
と
し
て
社
会
輻

祉
協
議
会

へ
。

◇
江
か
づ
＋
さ
ん
（
和
深
）
か
ら
、

，L
文

言
之
助
）
の
否
典
返
し
と
し
て
社
会

福
祉
協
議
会
へ

。

◇
守
本
良
一

さ
ん
（和
深
）
か
ら
、，
L
け

（小
杉
）
の
否
典
返
し
と
し
て
社
会
輻

祉
協
議
会

へ
。

◇
商
橋
信
義
さ
ん
（
田
陀

か
ら、

，L
け

（初
の
）
の
合
典
返
し
と
し
て
社
会
輻

祉
協
議
会
へ

。

◇
串
本
町
商
工
会
女
竹
部
か
ら
社
会
幅

祉
協
議
会
へ
。

◇
町
田
和
弘
さ
ん
（
出
雫
）か
ら
、＇
」
父

今年の火災・救急件数
- 2月 1日現在一

火災件数 救急件数

建物 0件交 通 11件

林野 0件急 病 60件

そ の 他 0件 そ の 他 26件

合計 0件 合計 9ワ件

火災のない住みよい豊かな町づくり

（清
次
郎
）
の
否
典
返
し
と
し
て
社
会

福
祉
協
議
会
へ

。

◇
守
地
昭
彦
さ
ん
（
姫
）
か
ら
、
＇
」
父
（
安

――ー）

の
否
典
返
し
と
し
て
社
会
福
祉

協
議
会
へ

。

◇
南
茂
―
一郎
さ
ん
（一
色
）
か
ら
、
'L
妻

（順
＋
）
の
供
蒼
と
し
て
一
色
と
人
ク

ラ
ブ
及
び
香
典
返
し
と
し
て
社
会
似

祉
協
議
会
へ。

◇
佃
科
＋
さ
ん
（出
雲
か
ら
、
＇」
丈（
芳

――
ー
）
の
ぷ
口
典
返
し
と
し
て
社
会
福
祉

協
議
会
へ

。

◇
谷
本
敏
＋
さ
ん
（閾
野
川
）か
ら
、
，
L

文
（時
拐
）
の
ぷ
口
典
返
し
と
し
て
社
会

幅
祉
協
議
会
へ

。

◇
人
見
幸
文
さ
ん
（串
本
）
か
ら
、
'L
父

（一

太
郎
）
の
否
典
返
し
と
し
て
社
会

輻
祉
協
議
会
へ

。

⑭ 広報くしもと 3 広報くしもと 3
ーり



饂

祈
し
い
串
本
町
の
花
や
木
な
ど
の

「
町
の
シ
ン
ボ
ル
」
を
選
考
・
検
討
す

る
た
め
、
「
串
本
町
の

シ
ン
ボ
ル
選
考

委
員
会
」
の
委
貝
2
名
を
募
集
し
ま
す。

委
貝
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

マ
応
募
資
格

次
の
条
件
を
満
た
す
力
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

0
町
内
存
住
ま
た
は
存
勤
で
、
串
本
町

の
町
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
18
歳
以
上

の
力

（学
生
uJ
)

O
'佼
尚
実
施

f
定
の
選
考
委
貝
会
に
出

席
で
き
る
jj

マ
応
募
方
法

応
券
用
紙
に
ご
記
入
の
上
、
役
場
〈
11
画

課
ま
で
ご
応
券
下
さ
い
。
用
紙
は
役
場

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
〈11
画
課
に
価
え

付
け
て
お
り
ま
す
。

（郵
送
UJ
、
F
A

⑧
外
部
協
力
者
が
あ
る
場
合
は
そ
の
名

称5
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
企
画
書

以
下
の
事
項
を
始
め
と
す
る
具
休
的
な

介
画
内
容
を
記
載
し
て
下
さ
い
。

①
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
名
称

②
開
催
趣
旨
、
対
話
の
テ
ー
マ

③
開
催
時
期

①
開
催
場
所

⑤
参
加
者
の
器
伎
人
数

⑤
対
話
の
進
行
力
法
、
進
行
シ
ナ
リ
オ

の
概
安

⑦
特
別
な
〈
11
画
等
が
あ
れ
ば
そ
の
内
容

⑧
開
催
準
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

⑨
ぐょ
筒
及
び
従
事
す
る
ス
タ
ソ
フ
数

⑲
開
催
に
伴
う
作
業
に
当
た
っ
て
の
政

府
と
の
役
割
分
担

⑰
そ
の
他
市
安
な
事
項

▼
応
募
に
当
た

っ
て
の
注
意

0
対
話
の

テ
ー

マ
は
、
特
定
の
内
門

的
・
個
別
的
事
項
に
偏
っ
た
も
の
や
、

単
に
団
休
の
P
R
と
な
る
も
の
で
は
な

く
、
幅
広
く
国
民
の
関
心
を
呼
ぶ
も
の

と
し
て
下
さ
い
。

0
対
話
の
進
行
力
法
に

つ
い
て
は
、
な

る
べ
く
多
く
の
参
加
者
に
発
．
＿＿累
の
機
会

が
与
え
ら
れ
る
も
の
と
し
て
下
さ

い。

0
開
催
に
伴
う
作
染
に
当
た

っ
て
は
、

で
き
る
限
り
桔
極
的
な
参
画
を
期
待
し

利歌山労働局からのお知らせ

市町村合併等により 、労働基準監督薯の管轄区域が平成

18年4月1日から次のとおり変史にな りますのでお知らせ

いたします。

町 名 旧 管鞘 新 管 轄

岩出町 橋本労働基準監督署 和歌山労働基準監督署

有田市初島

町・港町字 和歌山労働基準監督署 御坊労働基準監酋署

西浜845-40

みなべIBJ
御坊労働基準監督署 田辺労働基準監督署

旧龍神村

I E3本宮町 新宮労働基準監督署 田辺労働基準監督署

旧串本町 田辺労働基準監督署 新宮労働至準監督署

※今回の管轄区域の変史にitい、労働保検番号と扉用保険

事業所番りが変史と なりますC 新しい番りは、おって事業

所あて通知することとしています。

※詳 しく1ま、

利歌白労働屈令画窒

田辺労働基準監督薯

新宮労働基準監督薯

も 073-422-2171

も 0739-22-4694

も 0735-22-5295

までお問い合わせ下さいc

お
知
ら
せ
＆
行
事x

．メ
ー
ル
不
UJ)

▼
締
切

3
月
1
5
日
（水
）
午
後
5J
時
必
着

マ
委
員
会
の
業
務

町
の
シ
ン
ボ
ル
の
選
考
力
法
に
つ
い
て

の
協
議
及
び
選
考
を
行
い
ま
す
。

※
定
員
を
上
回
る
応
券
が
あ
っ
た
場

合
、
抽
選
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

古
座
川
病
院
で
は
、
串
本
町
内
存
住

の
力
で
病
院
売
庁
の
経
営
を
希
望
さ
れ

る
力
を
券
集
し
て
お
り
ま
す
。
入
札
に

関
す
る
況
uJJ会
は
次
の
と
お
り
で
す
。

て
日
時

3
月
14
日
（火）

午
後
3
時

マ
場
所

国
保
古
座
川
病
院
会
議
宰

※
詳
し
く
は
病
院
庶
務
係
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

6
0
7
3

5
|

7
2
|

0
2
8
0
（
内

て
い
ま
す
。

▼
応
募
先
及
び
方
法

郵
送
で
次
の
宛
先
ま
で
ご
応
券
下
さ
い
。

-T
]
0

0
|
8

9
1
4
 

東
京
都
丁
代
田
区
永
田町
1

|

6

—

l

内
閣
内
大
臣
官
切
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
担
当
宰
「
共
催
団
休
券
使
係
」

▼
応
募
期
間

応
券
期
間
（
応
募
締
切
）
は
設
け
ま
せ

，
 

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
大
臣
、

副
大
臣
等
が
北日
さ
ん
の
街
を
砂
れ
、
皆

さ
ん
か
ら
直
接
意
見
を
間
き
、
ま
た
皆

さ
ん
に
直
接
語
り
か
け
る
こ
と
で
、
内

閣
の
様
々
な
政
策
に
対
す
る
国
民
の
理

解
を
深
め
、
ま
た
、
国
民
の
政
策
形
成

に
参
加
す
る
機
運
を
盛
り
上
げ
る
こ
と

を
ね
ら
い
と
し
て
、
令
国
各
地
で
開
催

し
て
い
ま
す
。

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
様
々
な

形
で
開
催
し
て
い
ま
す
が
、

T
成
14
年

以
陥
は
、
回
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
意
識

を

一
層
商
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
各

地
で
活
発
に
活
動
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
各
種
団
休

（ま
ち
お
こ
し
団
休
、

N

P
O
、
地
域
の
商
工
会
、
青
年
会
議
所、

高
校

・
大
学
の
サ
ー
ク

ル、

市
町
村
等

の
自
治
体
な
ど
）
の
背
さ
ん
か
ら
介
圃

ん
が
、
開
催
準
価
に
は
少
な
く
と
も

3
ヶ
月
程
度
安
し
ま
す
の
で
、
な
る
べ

く
早
め
の
ご
応
券
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
共
催
団
体
の
決
定

共
催
団
体
の
決
定
は
、
〈11
画
内
容
、
運

営
能
力
、
開
催
地
域
の
バ
ラ
ン
ス
等
を

勘
案
し
て
決
定
い
た
し
ま
す。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

内
閣
府
大
臣
官
切
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

線
14
番）

案
を
器
失
し
、

こ
れ
を
も
と
に
提
案
団

休
と
政
府
が
共
催
す
る
力
式
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

開
催
の
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、
か

つ
、
や
る
気
と
熱
意
の
あ
る
団
休
を
対

象
と
し
て
、
共
催
団
休
を
券
伎
い
た
し

ま
す
。

▼
応
募
書
類

田
企
画
・
団
体
の
概
要

CDタ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
名
称
及
び

概
安

(4

0
0
字
以
内
）

※
名
称
に
は

「
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

と
い
う
百
葉
を
盛
り
込
ん
で
下
さ
い
。

②
団
休
の
名
称
及
び
法
人
格
の
有
虻

③
団
休
の
住
所

④
団
休
の
連
絡
先
電
話
番
＂
勺
及
び

F
A

X
番
口
勺

⑤
最
近
の
団
休
の
事
業
・
活
動
内
容
が

分
か
る
も
の

⑥
代
表
者
の
氏
名

②
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
担
当
糾
織

グ
担
当
宰

6
0

3
|

3
5
8
1
|
1
5
5
6
 

※
こ
れ
ま
で
開
催
さ
れ
た
タ
ウ
ン

ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
の
様
＋
な
ど
、
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
に
関
す
る
情
報
は
、
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

h
tt
p

ミ
w11・
11・8
.c
a
o
.g
o
.j
p
/
t
o
w
n
/

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

連絡先

串木町役場木庁舎 TEL62-0555 

串木町役場占座分庁舎 TEL 72-0081 

串 木 病院 TEL62-0635 

古圧／II 病院 TEL72-0280 

学校教育課 TEL62-6066 

生涯学習誅 TEL62-0006 

串木町立図書館 TEL62-4653 

保 健 セ ン タ ー TEL62-6206 

サンコの湯 TEL62-2001 

B&G海洋センター TEL 62-5540 

国民宿舎あらふね TEL74-0124 

町内放 送 案内 TEL62-3200 

串木町ホームページアドレス

http://www.town.kushi叩 to.wakayama.jp/

串木町メールア トレス1代表）
kikaku@t畑 n.kushimoto.wak"fama.Jp

一
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3]国国園口闘国
日I曜 1 行事内容（時問） 場 所 I主菅課等

29 I水

1 I水 I健際相談 ド環福社課

lビ(9:30-70:30)田原山村交流ビンター

(l3:30~l4:30)古田 クラブ

2E(9:00~ll:00) ＝ 色集会所

7E(9:00~ll:00)出雲公 民館

10ビ（9:00～ll:00）有田公民館

l3E(l3:00~l5:00)保健福祉センター

14E(9:30~11:00)江 田区 民 会館

758 (9:30-70:30)西向多目的集会所

(70:30-ll :30)神 野 川 ク ラブ

(73:30-74:30) 出本町，部防団拠点陶設

(74:30-75:30)姫老人憩いの家

238 (9:30-ll :00)安指 区 民 会館

288 (9:30-ll :00)田 子区民会館

29巳（ 9:30-70:30)津荷老人憩いの家

71火 I全国春季火災予防週間 1潮 岬 地 区1消 防 署

独届老人世帯防火診断

(9:00～ 
トー1---l-----------~I―-------ト-----
8 I水 I一般献血 1矢 倉甚兵衛様I保健福祉課

(10:00~16:00)前駐車場

9 I木 1人権行政相談

(73:30-75:30) 

10 I釜 1行政相談

(l3:00~l5:00) 

17 I金 1行致相談

(73:00-75:00) 

19 I BI第 1回

出雲 公民館I住民課

古底福祉ピンタ―|1± 民課

14 I火I親子教室〈ひよこ広場〉 1保健福祉センタ―|1呆健福祉課

6ヶ月～ 1歳児

(70:00-ll :30) 

西同町翌化センターI住 民 課

17 I金 I親子教室〈ちひっこ広場〉I保健福祉センターI保健福祉課

2~3蔵児

(70:00-ll :30) 

串本町文化センタ―I生涯学習課

ふれ布いいきいきまつり 1保健福祉センター

(9:30-15:00)串本町立体育館
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マ
主
催
和
歌
山
県

▼
後
援
和
歌
山
地
力
法
務
局

私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
先
日
初
め
て

の
赤
ち
ゃ
ん
が
産
ま
れ
ま
し
た
。
退
院

の
日
、
妻
が
支
度
を
す
る
間
に
初
め
て

捻
い
て
み
た
息
＋
は
想
像
し
て
い
た
よ

り
も
ず
っ
と
軽
く
、

ま
る
で
十
猫
の
よ
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に
手
も
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も
縮
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ま
っ
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ま
し
た
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あ
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忘
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な
し
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の

一
行
一

行
に
は
こ
ん
な
思
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が
詰
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っ
て
い
る
の

で
す
ね。

(N)

国民宿舎「あらふね」からのお知らせ

尋屯呻垣去翠四3さ

同民祈令 「あらふねJ を忘年会及びvi年会でご利用いたた

いたhを対象には晶抽選会を 2月1Hに‘天施いたしま したさ

当選されたガ々はド記の とおり ですこ（敬称略）

〈）イセエビ 1kg (10名様）

雑賀吾子 （占牢）芝蛤睛 ー（中lた）杉本和卓 （上野Ill)‘li
井呑子（凸座） l•I 4'山利子（古廂川町）裏 乎江（那礼＇勝浦

町） 坂11和弘（那初勝浦町）上U紆只巳（兵叩しR)Lil HIl（大

阪巾）伐泊栄（人阪巾）

〈）食事券 1万円分 (5名様）

北地上男（四向）坂田優子（四

向）三蛤洋（二色）牛熊真

（岩出町） Ill野右恵（人阪1/f)
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〈）入浴券10枚綴 (10名様）

如叫宏¥（那礼＇勝；市 町）小Ill

和利（出雲）石田兵柘（田原）

片111糸去（占痺 ）北地綾子（四

向）悛爪単依（占田）松本和

子（人阪Iif)杉本 貞（余良児）

和田和枝（四宮巾）松本広江

（奈良しR) 抽選を行う神田助役

9
9
.
r
.
 

も
ム
を
5

ホ

ね

必

r
ァ
？
て
ょ
：
．
4

イ
ジ
．
る
ど

引
す
心
貫
―
ュ
』
・
な
モ
”illrJ
～し
．

を
ふ
公
夏
ね
言
ど
と
い
なL

-＂t
_
•I
I
M
.

+
L
て
"kL‘Cを
介
て
る
・

F
鴫'-
に
つ
い

e

て
“
入
い
た
だ
A
と
す
．
~

-
U
晒

1
JJ
Iii11-K
元
＇汝
L
昨
i

▼
壇
屠

川
11.
ぃ-
．．
 

T
2
1
 _
_
 2
 

ピ
プ
ゲ
骨
ー
人
小

I
`
-

■ it 

L村5世帯

I)子す

し<.1;1:,~芍住巨げ E氏

n-0735-62-0555内

てお勺じ•i:it:セ下さい

区鴫~ t, と・ 1』

⑮‘広報くしもと 3



平
成
1
8年
3

月
1

日
発
行
編
集
•
発
行
／
串
本
町
役
場
企
画
課

〒

6
4
9
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3
5
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和
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串
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町
串
本
1
8
O
O
T
E
l
(
0
7
3
5
)
6
2
ー
0
5
5
5

■文化センター（大ホール）

記念式典・表彰・・・・・・・・・・・・

実践発表・・・・・・・・・・・・・・・・

和太鼓演奏．．．．．．．．．．．．．．．．

「紀州のうた」コンサート・・・

9:30,...., 

l O: l 0,...., 
10:30,...., 

11 :00,...., 一体育館内 17:00 ~ 

＿ 
バルーンアート

体育館内 11:00 ~ 

一町立幼稚園（串本・潮

岬・出雲）年長園児絵

画展示

文化センター 2F
展示ホール 8:00~

＿ 
文化センター 2F
AB会議室 13:00~

＿ 
体育館内 70:30~
※小学生限定先眉 50名 一体育館内 70:30~

一お茶席（公民館茶道講

座）先着 200名

文化センター 2F
展示ホール 70:00~ 保健センター 2F

l O : 00 ~ 13 : 30 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http:/
/
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w
w
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＿ 
「笑いと健康」

月亭八方（落語家）

文化センター大ホール

l 3 : 30 ~ l 5 : 00 

■保健福祉センター（健康相談・イベント等）

一
一

一
体力測定

保健センター 2F
l O : 00 ~ 13 : 30 

■文化センター前駐車場

豆腐だんご・ひじきと

シーチキンの酢の物・

ゴマせんべい・にんじ

んゼリー

保健センター 2F
10:00~ 

一

一堅田食品（鰹タタキ等）

婦人会（うどん・焼きそば等）

つくしんぽの会バザー 「つばさ」バザー

一全問正解の方には

景品をフレゼント！

保健センター 2F
l O : 00 ~ 13 : 30 

保健師・看護師・栄養

士がアドバイスを行い

ます。

保健センター 2F
l O : 00 ~ 13: 30 

＊ミニSL大会 ＊ドリームピエロ
■主催 串本町・串本町教育委員会

串本町社会福祉協議会


